
 

 
 

2026 年 4月 26 日～5月 2日 
 

今週の聖書箇所（QT） 
 

（QT=Quiet Time：デボーション静かに聖書を黙想する時間) 

 
 

KBC ビジョン 「主を知る」 
        

2026 年テーマ「はじめの愛」 
 

４月―信仰・希望・愛 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――         
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

―――――――――――――――――――――――― 

●〇  4 月 26 日 日曜日   〇●  

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

□■■□ 希望・感謝礼拝 □■■ 

――――――――――――――――――――――――      

詩篇 148 篇１～２節 

 1 ハレルヤ。天において主を賛美せよ。 

高い天で主を賛美せよ。 

 2 御使いらよ、こぞって主を賛美せよ。 

主の万軍よ、こぞって主を賛美せよ。 

 148:3 日よ、月よ主を賛美せよ。輝く星よ主を賛美せよ。 
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―――――――――――――――――――――――― 

●〇  4 月 27 日 月曜日   〇●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ヨハネ福音書 1 章 1～2 節 

1 初めに言があった。言は神と共にあった。 

言は神であった。 

2 この言は、初めに神と共にあった。 

 

―感謝のいのり― 

 

今週も最高な一週間となることを感謝します。 

 

 

―自由ＭＥＭＯー 
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―感謝のいのり― 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――         

●〇  4 月 28 日火曜日  〇●  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨハネ福音書 1 章３～4 節 

           3 万物は言によって成った。 

成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。 

           4 言の内に命があった。 

命は人間を照らす光であった。 
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――――――――――――――――――――――――        

●〇  4 月 29 日 水曜日   〇● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨハネ福音書 1 章 12～13 節 

12 しかし、言は、自分を受け入れた人、 

その名を信じる人々には神の子となる資格を与えた。 

13 この人々は、血によってではなく、 

肉の欲によってではなく、人の欲によってでもなく、 

神によって生まれたのである。 

―感謝のいのり― 
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――――――――――――――――――――――――        

●〇  4 月 30 日 木曜日   〇● 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―感謝のいのり― 

  

 

 

 

 

 

ヨハネ福音書 1 章 14 節 

 言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。 

わたしたちはその栄光を見た。 

それは父の独り子としての栄光であって、 

恵みと真理とに満ちていた。 
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―――――――――――――――――――――――――――         

●〇  5 月 1 日 金曜日  〇● 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―感謝のこころ― 

 

 

 

 

 

マタイ 7 章７～8 節 

7 「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。 

そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。 

そうすれば、開かれる。 

 8 だれでも、求める者は受け、 

探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。 
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―――――――――――――――――――――――― 

●〇   5 月 2 日 土曜日  〇●                 

 
 

 

 

            ―信仰・希望・愛― 

 

 

 

明日の日曜礼拝の執り成しの祈り

もささげましょう。 

 

 

  Ｉｎ Ｃｈｒｉｓｔ 

 

マタイ 6 章 33 節 

 何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。 

そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。 


